
環
境
計
測
機
器

日
本
分
析
機
器
工
業
会
環
境
委
員
会
委
員
長
松
田
　
耕
一
郎

環
境
用
分
析
機
器
の
市
場
・
技
術
動
向
―
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
．
５
）
の
現
状
と
対
応
―

高
精
度
な
デ
ー
タ
課
題
解
決
に
一
役

写
真
１
　
東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー
の
「
Ｆ
Ｐ
Ｍ
―
３
７
７
」

深
刻
化
す
る
大
気
汚
染

写真２　堀場製作所の
「ＡＰＤＡ― Ａ」

濃度評価で測定機重要

「関心持つ」安全への一歩
写
真
２
　
小
学
校
教
室
内
に
お
け
る
温
熱
環
境

計
測

右
が
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
計
、
左
が
Ｐ
Ｍ
Ｖ
計

写真１　愛知万博会場におけるＷＢＧＴの計測

体
感
温
度
の
計
測

大
阪
府
立
大
学
大
学
院
生
命
環
境
科
学
研
究
科
教
授
山
田
　
宏
之

　
環
境
計
測
の
た
め
の
専
用
機
器
が
多
数
開
発
さ
れ
、
各
方
面
で
実
用
に
供
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
人
間
の
体
感
温
度
を
客
観
的
に
表
す
た
め
に
考
案
さ
れ
た
指
標
で
あ

る
、
湿
球
黒
球
温
度

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ

と
予
測
平
均
申
告

Ｐ
Ｍ
Ｖ

を
取
り
上
げ
、
そ

れ
ら
指
標
の
生
い
立
ち
や
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
の
か
、
ど
う
計
測
さ
れ

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
解
説
し
て
い
く
。

ＷＢＧＴと運動に関する指針
ＷＢＧＴ
℃ 警戒レベル 説　　明

～　 運動は原則
中止 危険

皮膚温度より気温のほうが高くな
り、安静状態でも体温上昇をきた
す。特別の場合以外は運動を中止
する

～ 厳重警戒

熱中症の危険が高いので、激しい
運動や持久走など熱負荷の大きい
運動は避ける。運動する場合には
積極的に休息をとり水分補給を行
う。体力の低いもの、暑さに慣れ
ていないものは運動中止

～ 警戒

熱中症の危険が増すので、積極的
に休息をとり、水分を補給する。
激しい運動では 分おきくらいに
休息をとる

～ 注意

熱中症による死亡事故が発生する
可能性がある。熱中症の兆候に注
意するとともに運動の合間に積極
的に水を飲むようにする

　～ ほぼ安全

通常は熱中症の危険は小さいが、
適宜水分の補給が必要。市民マラ
ソンなどではこの条件でも熱中症
が発生するので注意する

熱中症予防のための運動指針」 日本体育協会、 年
を基に作成

熱中症の危険度予測

６
要
素
で
判
断

客
観
的
な
２
つ
の
指
標

　
ア
ジ
ア
の
環
境
汚
染
関
連
で
は
、
中
国
北
京
市
な
ど
を
中
心
と
し
て
大
規
模
な
大
気

汚
染
問
題
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
日
本
で
も
黄
砂
や
微
小
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ
２
・

５

な
ど
の
越
境
汚
染
に
関
す
る
国
民
的
な
関
心
が
高
く
、
か
つ
そ
の
問
題
解
決
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
現
状
と
課
題
対
応
に
つ
い
て
、
国
内
や
国
際
的
に
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
対
策
に
言
及
す
る
。

　　 ２０１４年 平成２６年 ７月２９日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
写
真
１
は
２
０
０
５
年
に

開
催
さ
れ
た
愛
知
万
博
会
場

の
、
バ
イ
オ
ラ
ン
グ
と
命
名

さ
れ
た
自
立
緑
化
壁
の
内
部

と
、
人
工
芝
で
覆
わ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
広
場
中
央
部
で
の
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
を
専
用
機
器
で
計
測

し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
バ

イ
オ
ラ
ン
グ
内
は

・
７
度

Ｃ
、
広
場
は

・
６
度
Ｃ
を

示
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が

・
６
度
Ｃ
と
い
う
の
は
殺

人
的
な
暑
さ
で
あ
り
、
写
真

の
通
り
、
広
場
に
は
誰
も
人

が
い
な
い
。
人
は
本
能
的

に
、
こ
う
い
っ
た
環
境
か
ら

逃
げ
る
の
で
あ
る
。

温
熱
環
境
を
評
価

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で
は
も
う
ひ
と

つ
、
Ｐ
Ｍ
Ｖ

Ｐ
ｒ
ｅ
ｄ
ｉ

ｃ
ｔ
ｅ
ｄ
　
Ｍ
ｅ
ａ
ｎ
　
Ｖ

ｏ
ｔ
ｅ

と
い
う
温
熱
環
境

指
数
を
規
定
し
て
い
る
。
こ

れ
は
室
内
環
境
な
ど
中
庸
な

温
熱
環
境
を
評
価
す
る
た
め

の
指
数
で
あ
り
、
１
９
６
７

年
に
デ
ン
マ
ー
ク
工
科
大
学

の
フ
ァ
ン
ガ
ー
教
授
が
発
表

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
ち
ら
は
体
感
温
度
の
６

要
素
を
全
て
組
み
込
ん
だ
指

数
で
あ
り
、
着
衣
量
と
代
謝

量
を
定
数
と
し
て
与
え
れ

ば
、気
温
、湿
度
、風
速
、輻
射

強
度
か
ら
、
そ
の
値
を
決
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｐ
Ｍ
Ｖ

に
関
し
て
も
専
用
計
測
器
が

開
発
さ
れ
て
お
り
写
真
２
の

よ
う
に
、
屋
上
緑
化
や
屋
上

保
水
化
施
工
の
効
果
を
、
室

内
環
境
の
変
化
か
ら
検
証
す

る
た
め
に
活
用
し
て
い
る
。

発
生
源
の
特
定

　
２
０
１
３
年
に
入
っ
て
か

ら
中
国
で
は
、
北
京
市
な
ど

を
中
心
と
し
て
汚
染
物
質
を

含
む
濃
霧
に
よ
る
大
規
模
な

大
気
汚
染
問
題
が
深
刻
化
し

て
お
り
、
日
本
で
も
黄
砂
や

Ｐ
Ｍ
２
・
５
な
ど
の
越
境
汚

染
に
つ
い
て
国
民
的
な
関
心

が
高
く
、
か
つ
そ
の
問
題
解

決
が
注
目
視
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
大
気
中
を
浮
遊
す
る

エ
ア
ロ
ゾ
ル
。
そ
の
中
で
も

Ｐ
Ｍ
２
・
５
や
含
有
さ
れ
る

有
害
元
素
な
ど
は
、
健
康
へ

の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
お
り

早
急
に
発
生
源
を
特
定
し
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

中
国
政
府
も
大
気
汚
染
問
題

を
最
重
要
課
題
に
取
り
上
げ

て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
打
ち

出
し
て
い
る
が
、
汚
染
物
質

の
発
生
源
が
複
数
存
在
す
る

た
め
な
か
な
か
効
果
が
表
れ

て
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
中
国
人
の
み
な
ら
ず

日
本
国
民
の
安
心
・
安
全
は

担
保
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５

と
は
、
何
で
、
ど
の
よ
う
な

悪
影
響
を
人
間
に
及
ぼ
す
の

か
。
ど
こ
ま
で
が
明
確
に
な

り
、
今
後
ど
の
様
な
対
策
が

国
内
お
よ
び
国
際
的
に
行
わ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
考

察
す
る
。

人
へ
の
影
響

　
粒
子
状
物
質
に
は
、
ど
ん

な
も
の
が
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
悪
影
響
を
人
間
に
及
ぼ
す

の
だ
ろ
う
か
。
粒
子
状
物
質

に
は
、
燃
焼
な
ど
に
よ
っ
て

排
出
さ
れ
る
人
為
的
起
源
の

硫
黄
酸
化
物

Ｓ
Ｏ
Ｘ

、

窒
素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

、

揮
発
性
有
機
化
合
物

Ｖ
Ｏ

Ｃ

な
ど
の
ガ
ス
状
大
気
汚

染
物
質
が
大
気
中
で
化
学
反

応
に
よ
り
粒
子
化
し
た
も
の

と
、
自
然
起
源
の
火
山
、
土

壌
、
海
洋
な
ど
に
起
因
す
る

も
の
が
あ
る
。
日
本
で
は
大

気
汚
染
防
止
法
に
基
づ
く
固

定
発
生
源
の
ば
い
煙
発
生
施

設
規
制
や
移
動
発
生
源
の
自

動
車
排
出
ガ
ス
規
制
な
ど
に

よ
り
、
粒
子
状
物
質
濃
度

は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
従

来
、
環
境
基
準
対
策
が
進
め

ら
れ
て
き
た
浮
遊
粒
子
状
物

質

Ｓ
Ｐ
Ｍ

以
下

の
粒
子

よ
り
小
さ
な
大
気

中
に
浮
遊
し
て
い
る
２
・
５

以
下
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。Ｐ
Ｍ

２

５
は
非
常
に
小
さ
い
た

め
、
人
間
の
肺
の
奥
ま
で
入

り
や
す
く
呼
吸
器
お
よ
び
循

環
器
系
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
る
か
ら
だ
。

国
内
の
環
境
基
準

　
日
本
に
は
国
内
環
境
基
準

お
よ
び
大
気
環
境
中
Ｐ
Ｍ
２

・
５
成
分
測
定
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
、
次
の
よ
う
に
決
め
ら
れ

て
い
る
。
環
境
基
準
で
は
微

小
粒
子
状
物
質
は
１
年
平
均

値
が
１
立
方

当
た
り

以
下
か
つ
１
日
平
均
値
が

１
立
方

当
た
り

以

下
で
あ
る
こ
と

年
９
月

９
日
環
境
省
告
示
第

号
。

　
大
気
中
Ｐ
Ｍ
２
・
５
成
分

測
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
環

境
大
気
常
時
監
視
マ
ニ
ュ
ア

ル
第
６
版

環
境
省

年
３

月

に
お
い
て
、Ｐ
Ｍ
２
５

の
自
動
測
定
機
が
満
た
す
べ

き
条
件
を
示
し
て
い
る
。
標

準
測
定
法
と
自
動
測
定
機
の

等
価
性
評
価
を
行
い
、
Ｐ
Ｍ

２
・
５
自
動
測
定
機
と
し

て
、
当
工
業
会
メ
ン
バ
ー
企

業
で
は
東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ

ー

Ｆ
Ｐ
Ｍ
―
３
７
７

写

真
１
、堀
場
製
作
所
「
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
―
３
７
５
Ａ

写
真

２
」
、
サ
ー
モ
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク

「
５
０
１
４
ｉ
」
「
Ｆ
Ｈ
６

２
Ｃ
１
４
」
「
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ

５
０
３
０
」
を
含
む
８
機
種

に
等
価
性
が
あ
る
と
評
価
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
濃
度
評
価
の
み
な

ら
ず
、
排
出
源
の
特
定
に
寄

与
す
る
、
成
分
分
析
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
し
て
捕
集
法
と

五
つ
の
正
確
な
測
定
法

原

理
に
よ
り
長
短
所
が
あ
る

が
、Ｉ
Ｃ
法
、Ｉ
Ｃ
Ｐ
―
Ｍ
Ｓ

法
、Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
法
、Ｅ
Ｄ
Ｓ
、

Ｗ
Ｄ
Ｓ
法
、Ｔ
Ｏ
Ｒ
法
を
策

定
し
て
い
る
。
将
来
多
く
の

測
定
局
で
自
動
測
定
さ
れ
全

国
各
地
の
デ
ー
タ
を
集
計
す

る
た
め
に
は
、小
型
、軽
量
、

迅
速
、
高
精
度
、
成
分
分
析

が
可
能
な
装
置
が
望
ま
れ
て

い
る
。
分
析
機
器
メ
ー
カ
ー

は
日
夜
、
国
内
外
の
現
場
で

の
デ
ー
タ
収
集
を
行
い
、
装

置
改
良
に
努
め
て
い
る
。

日
本
か
ら
提
案

　
経
済
産
業
省
は
高
精
度
で

世
界
的
に
も
通
用
す
る
デ
ー

タ
収
集
が
か
な
う
よ
う
、
日

本
か
ら
の
提
案
に
よ
り
進
め

ら
れ
た
国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
３
２
７
１
と
一
致
し

た
日
本
工
業
規
格

Ｊ
Ｉ

Ｓ

を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｚ
７
１
５
２

と
し
て
策
定
し
、

年
８
月

日
に
制
定
・
公
示
し
た
。

ま
た
、
環
境
省
は
Ｐ
Ｍ
２
・

５
の
常
時
監
視
体
制
の
よ
り

一
層
の
強
化
の
た
め
、
目
標

測
定
局
数
１
２
９
２
局

現

状
約
半
数

に
向
け
て
継
続

し
た
対
策
を
取
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
最
近
の
研
究
成

果
と
し
て
、
科
学
技
術
振
興

機
構
の
助
成
を
受
け
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
計
測
装
置
の
開
発

や
、
粒
子
１
粒
単
位
で
分
析

が
可
能
な
元
素
分
析
装
置
の

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
発
生
源
特
定
に
不

可
欠
で
あ
る
現
場
対
応
可
能

な
簡
易
、
軽
量
、
自
動
成
分

分
析
装
置
の
早
期
完
成
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
中
国
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
対
策

に
は
、
国
を
挙
げ
て
技
術
支

援
を
行
い
原
因
の
解
明
と
対

策
を
支
援
す
る
。
同
時
に
越

境
問
題
に
関
し
て
は
、
正
確

な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
多

く
の
デ
ー
タ
収
集
の
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

大
変
難
し
い
が
、
Ｐ
Ｍ
２
・

５
の
疫
学
的
デ
ー
タ
の
蓄
積

に
よ
る
正
確
な
対
応
が
大
切

と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
我
々
の
安
全
確

保
の
第
一
歩
は
、
ま
ず
関
心

を
持
ち
、
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と

国
の

そ
ら
ま
め

君

の
デ
ー
タ
収
集
な
ど

を
行
い
、
日
常
行
動
に
生
か

す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

る
。

　
都
市
環
境
の
計
測
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
器
が
使
わ
れ

て
い
る
。
筆
者
が
専
門
と
し

て
い
る
都
市
緑
化
の
分
野
で

も
、
気
温
、
湿
度
、
風
向
風

速
、
日
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
赤

外
線
放
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
、
対
象
と
す
る
観
測
項
目

に
合
わ
せ
て
、
数
多
く
の
専

用
機
器
を
使
用
し
て
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

　
気
象
環
境
の
評
価
に
当
た

っ
て
、
最
も
基
本
と
な
る
要

素
は
気
温
で
あ
る
。
気
温
の

高
低
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
理
現

象
や
生
化
学
反
応
に
影
響
を

与
え
る
た
め
、
人
間
の
生
活

に
対
す
る
影
響
が
極
め
て
大

き
い
。
し
か
し
、
人
間
が
寒

暖
を
感
じ
る
原
因
は
温
度
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
に

も
、
湿
度
、
風
速
、
輻
射

ふ
く

放
射

が
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
環
境
と
言
う
よ
り
は
人

間
側
の
要
件
で
あ
る
が
、
着

衣
量

服
の
保
温
性
の
大

小

、
代
謝
量

人
間
の
活

動
量

も
体
感
温
度
に
影
響

を
与
え
る
。
人
間
の
体
感
温

度
を
客
観
的
に
評
価
し
よ
う

と
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
６
要

素
を
全
て
考
慮
し
た
指
標
が

必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

「
暑
さ
指
数
」

　
日
本
で
は
昔
、
不
快
指
数

と
い
う
体
感
温
度
指
標
が
よ

く
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は

気
温
と
湿
度
の
み
を
使
っ
て

体
感
温
度
を
表
す
指
数
で
あ

る
。
風
や
日
射
の
影
響
を
受

け
な
い
屋
内
に
お
い
て
は
、

一
定
の
目
安
と
な
り
得
た

が
、
屋
外
の
体
感
と
は
あ
ま

り
良
く
合
致
し
な
か
っ
た
。

最
近
の
夏
の
天
気
予
報
で
は

「
暑
さ
指
数
」
と
い
う
言
葉

を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
２
０
０
６
年
か
ら
環
境

省
が
公
表
す
る
よ
う
に
な
っ

た
、
熱
中
症
の
危
険
度
を
表

す
た
め
の
指
標
で
あ
る
。
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
の
正
式
名
称
は
Ｗ
ｅ

ｔ
―
Ｂ
ｕ
ｌ
ｂ
　
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ

ｅ
　
Ｔ
ｅ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ

ｒ
ｅ
と
い
い
、
主
に
暑
い
環

境
を
評
価
す
る
た
め
の
温
熱

環
境
指
数

い
わ
ゆ
る
体
感

温
度

と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
７

２
４
３
で
規
定
さ
れ
た
国
際

標
準
指
標
で
あ
る
。
こ
の
指

数
は
気
温
、
湿
度
、
輻
射
を

主
に
勘
案
す
る
が
、
風
速
の

影
響
も
受
け
る
た
め
、
環
境

要
因
の
４
要
素
の
全
て
を
含

ん
だ
指
数
と
考
え
て
も
よ

い
。
こ
れ
は
ハ
ー
バ
ー
ド
公

衆
衛
生
大
学
院
の
教
授
だ
っ

た
ヤ
グ
ロ
ー
氏
ら
が
１
９
５

７
年
に
発
表
し
た
も
の
で
あ

り
、
も
と
も
と
は
熱
中
症
予

防
の
た
め
に
、
酷
暑
時
の
軍

の
訓
練
実
施
の
可
否
を
決
め

る
た
め
の
指
標
と
し
て
考
案

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
と
運
動
行
為
に
関
し
て

は
、
日
本
体
育
協
会
が
表
の

よ
う
な
指
針
を
公
表
し
て
い

る
。
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が

度
Ｃ
と

い
う
の
は
相
当
に
暑
い
環
境

で
あ
る
が
、
夏
の
日
中
、
直

射
日
光
が
当
た
っ
て
い
る
屋

外
で
は
、
し
ば
し
ば

度
Ｃ

を
超
え
る
状
態
に
な
っ
て
い

る
。


